
【山形大学】産学官連携推進本部
目的：組織対組織の本格的産学連携を発展させる
４キャンパス融合連携で、企業との大型連携を推進

飯田キャンパス 米沢キャンパス

鶴岡キャンパス 小白川キャンパス

横断横断

横断

横断
工学部医学部

農学部
人文社会科学部
地域教育文化学部

理学部

本部長：大場好弘理事（社会連携担当）
副本部長：小野浩幸教授

イノベーション推進部門 リスクマネジメント部門

部門長：小野浩幸教授部門長：高橋辰宏教授

※ 大型プロジェクト等の計画実施やイノベーション
人材の創出などのマネジメントに関する検討や
対応、支援を行う部門。

※ 産学官連携に関する課題解決やリスク管理等を
含めた新たな取組みに関する検討や対応、支援
を行う部門。

学術研究院教員等（ＵＲＡ、産学官連携担当、知的財産担当、契約法務担当）
企画部研究支援課、ＥＭ部社会連携課、小白川キャンパス事務部（総務課研究支援担当）
飯田キャンパス事務部（研究支援課）、米沢キャンパス事務部（研究支援課）
鶴岡キャンパス事務室（企画広報室）

【所属教職員等】
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ガイドライン活用・発展に向けて

億
円 山形大学全体

ソフトマター中核にした
組織的展開効果

共同研究費受け入れ額推移

事業化人材招聘
選択と集中

卓越したリーダーシップ

政府成長戦略を牽引する「山形モデル」の展開

伸び率１位（2015年）

異分野融合
事業化支援

アントレプレナー育成
ーーーーーーーーーー
ガイドラインの活用

受け入れ総額11位(2015年)

直接経費（内容の明確化）（2017年学内規定2018年開始）
人件費・研究設備・研究消耗品・研究光熱水費等

戦略的間接経費の新設導入（戦略的事業の財源確保）
管理部門人件費・間接部門光熱水費等



山形大学 産学連携実績（平成２８年度）
（民間企業との共同・受託研究）

【全国 １位】

【共同研究】（全国の大学等 計1,056機関）
○研究費受入額（単位：千円）

《個別実績》

【受託研究】（全国の大学等 計1,056機関）
○研究費受入額（単位：千円）

【全国 ２位】

【民間企業との共同研究】
山形大学における各年度毎の状況

【共同研究】（計98機関）
○実務担当者数 10名以上～20名未満

【共同研究】（計27機関）
○研究者数 1,000名以上～1,500名未満

※実務担当者とは、主たる業務として産学官連携の実務を行う
コーディネーター等

（出典元）文部科学省：平成30年2月16日 平成28年度大学等における産学連携等実施状況について

【全国１０位】
【共同研究】（計1,058機関）
○受入額１千万円以上の研究費受入額（単位：千円）

（コーディネーター数） （研究者数）

（大型共同研究）
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